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表紙説明
　明治 33年（1900 年）8月 4日生まれで、県内最高齢の田島ナビさん　明治 33年（1900 年）8月 4日生まれで、県内最高齢の田島ナビさん
（１１５歳）がこのたび長寿日本一となった。田島さんの親族はその吉報（１１５歳）がこのたび長寿日本一となった。田島さんの親族はその吉報
を知り、喜界園までお祝いに駆けつけた。19世紀から 21世紀の激動のを知り、喜界園までお祝いに駆けつけた。19世紀から 21世紀の激動の
3世紀を生き抜いた田島さんは、７男２女を育て上げ、家族は、子、孫、3世紀を生き抜いた田島さんは、７男２女を育て上げ、家族は、子、孫、
ひ孫、ひしゃご、ひしゃごの子まで約 140 人に上るのだという。田島さひ孫、ひしゃご、ひしゃごの子まで約 140 人に上るのだという。田島さ
んの今後のさらなる長寿を願い、次は長寿世界一を期待したい。んの今後のさらなる長寿を願い、次は長寿世界一を期待したい。



　平成 26 年度の歳入総額は、一般会計と特別会計
の連結決算で106 億 4,288 万円（対前年比約 5億 7
千万円増）。歳出総額は、105 億 1,703 万円（対前
年比約 6億 1千万円増）となった。
　一般会計で見ると歳入総額は69 億 5,925 万円（対
前年比約 7億 2千万円増）。歳出総額は68 億 5,366
万円　（対前年比約 7億 5千万円増）となった。

町税 ･･･町民税や軽自動車税、固定資産税など
分担金及び負担金 ･･･町の行う事業により
利益を受けるものから、その受益を限度と
した賦課徴収するもの。老人保護措置（養
護老人ホーム）費など
使用料及び手数料 ･･･公営住宅の家賃や住
民票などの証明書発行のために納められたお金
財産収入 ･･･教員住宅の家賃や町所有の土
地の地代などのお金
地方交付税 ･･･地方公共団体が等しく行政
サービスを提供することができるよう、国が配分
するお金
町債 ･･･町が行う公共事業などの財源として、
国などから借りたお金
国庫支出金 ･･･町が行う特定の事業に対して、
国から交付されたお金
県支出金 ･･･町が行う特定の事業に対して県か
ら交付されたお金
地方譲与税 ･･･国税として徴収され、一定の基
準により国から地方公共団体に交付されるお金
地方消費税交付金 ･･･地方消費税の一部を
人口などにより按

あんぶん

分されて国から交付されるお金

総務費 ･･･ 国や地方自治体の歳出で公務
員の給与などに使われたお金
民生費 ･･･ 高齢者や障害者、子どもの福祉
などに支出されたお金
衛生費･･･健康増進、疾病予防、環境保全、
清掃などに使われたお金
農林水産業費 ･･･ 農業、畜産業、水産業
などの振興に使われたお金
商工費 ･･･ 商業、観光の振興などに使われ
たお金
土木費 ･･･ 道路や公園、公営住宅の建設な
ど公共事業・土木事業等に利用されたお金
消防費 ･･･ 消防署や消防団の運営など、
消防活動や救急活動に使われたお金
教育費 ･･･ 公立学校の運営管理や施設設
備、生涯学習の推進などに使われたお金
災害復旧費 ･･･ 台風や大雨などの災害によ
り被害を受けた道路・農道等の復旧に使わ
れたお金
公債費 ･･･ 公共事業などの財源として借りた
公債の償還や利子の支払いに使われたお金
議会費 ･･･ 議員の報酬など、議会運営に使
われたお金

歳出歳出

喜界町の家計簿喜界町の家計簿
町の財政事情をお知らせします！町の財政事情をお知らせします！

歳入歳入
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◎主な財政用語
財政力指数 ･･･ 財政力を示す指標。数値が高いほど財政
力が強いとされ、１を超えると、普通交付税が交付され
ない。また、指数が 1以下の団体であっても、１に近い
団体ほど財源に余裕があるといえる。
実質収支比率 ･･･ 歳入から歳出を引いた額（形式収支）
から、翌年に繰り越すべき額を控除した決算額を実質収
支といい、標準財政規模に対する実質収支額の割合を実
質収支比率という。実質収支が黒字の場合はプラスとな
り、赤字の場合はマイナスとなる。

歳出決算額

主な財政指数
区分 H26 H25 増減（H26-H25）

財政力指数 ０．１６ ０．１６ ０
実質収支比率 ２．５ ２．３ ０．２
経常収支比率 ８９．６ ８９．２ ０．４

財政調整基金積立金 14億2046万 13億1231万 １億 815万
地方債残高 61億5069万 59億6463万 １億8606万
実質公債費比率 １２．０ １２．９ △０．９
将来負担比率 １５．８ ２２．８ △７．０

一般会計の収支状況

年　度　
　区　分　　 H26 H25

増減
（H26-25）

歳入総額 Ａ 6,959,254 6,237,003 722,251
歳出総額 Ｂ 6,853,662 6,097,256 756,406
形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 105,592 139,747 △ 34,155
翌年度への繰越 Ｄ 16,729 54,523 △ 37,794
実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ ②88,863 ① 85,224 3,639
単年度収支②－① Ｆ 3,639 34,295 △ 30,656
積立金 Ｇ 65,046 183,416 △118,370
繰上償還金 Ｈ 0 0 0
積立金取崩し額 Ｉ 0 0 ０
実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） 68,685 217,711 △149,046

内　訳 収入済額 支出済額 差引残額

決  算  総  額 10,642,886 10,517,034 125,852

一  般  会  計 6,959,254 6,853,662 105,592

 特  別  会  計 3,683,632 3,663,372 20,260
国民健康保険
（事業勘定）

1,118,572 1,117,215 1,357

国民健康保険
（直診勘定）

11,954 11,954 0

介護保険事業 898,592 896,081 2,511
後期高齢者医療事業 95,048 93,534 1,514
老人福祉施設事業 381,354 366,564 14,790
屠畜場事業 1,592 1,592 0
簡易水道事業 862,165 862,077 88
農業集落排水事業 51,873 51,873 0
公共下水道事業 262,482 262,482 0

総務費・・・防災行政無線デジタル化整備工事
　〃　・・・ 条件不利性改善事業（航路・航空路運賃低

 減事業、農林水産物輸送コスト支援事業）
　〃　・・・離島海底光ファイバ等整備事業
民生費・・・妊産婦等助成事業　　　　　
土木費・・・早町・早町小線道路改良舗装工事
施設費（簡易水道事業特別会計）・・・
　　　　　　簡易水道事業整備事業

衛生費・・・クリーンセンター補修工事
　〃　 ・・・焼却灰搬出処理委託業務
農林水産業費・・・地域園芸活性化事業補助金
　〃　　・・・農業後継者育成事業交付金
　〃　　・・・農村公園修繕工事
消防費・・・消防救急無線デジタル化負担金
教育費・・・町総合グランド改修工事
※青色で標記している事業は補助事業

平成 26年度の主な事業

経常収支比率 ･･･ 経常的経費（人件費、物件費、扶助費、
公債費、補助費等などのうち臨時的なもの除いた経費）
のために経常一般財源（町税、地方交付税、地方譲与税
の使途が特定されないもの）がどれだけ充当されたかを
示す比率を表したもの。比率が低いほど財政構造は弾力
性がある（臨時的支出や町単独事業に柔軟に対応できる）。
財政調整基金積立金 ･･･ 不況による予期しない収入の減少
や災害の発生等による思わぬ支出の増加に備え、財源に余裕
のある年度に積立金を行うもの。一般に地方自治法第２４１条
に基づく基金の形で行われる。家計でいうと貯金のようなもの。
地方債残高 ･･･ 地方公共団体が資金調達のために負担する
債務（町の借金）の残高で、借入期間が1年を超えるもの。
実質公債費比率 ･･･ 収入に対する借入金返済額の比率を
示す。従来の起債制限比率には反映されなかった一般会
計から特別会計への繰出金も含まれる。18％を超えると
起債の際には県の許可が必要となり、25％を超えると起
債が制限され、財政健全化計画を定めなければならない。
財政の健全度を測る上で重要な指標。
将来負担比率 ･･･ 将来の収支や実質的な負債を捉えた指標。
負担を将来に先送りすること等により将来的に財政悪化が生じ
ないようにするため、財政健全化法において規定されている。
３５０％を超えると健全化計画を策定し、財政の健全化を図る
必要がある。

◆平成２６年度末地方債（借金）
　昨年度は新たに7億9,030万円を
借入れ、元金6億 423万円を返済
した。起債残高は61億5,069万円。
（一般会計）
◆平成２６年度末基金（貯金）
　昨年度は1億 1,749 万円を積立
て、取崩しは6,200 万円、基金残
高は25億8,671万円となった。（一
般会計）

地方債・基金の状況

３１３２万円

２４５２万円
11億 3648 万円
３４７万円
５５４０万円

５億６５３７万円
１８７２万円
１１１５万円
２７５２万円
１９０万円
１３００万円
４９７６万円
５７５２万円
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中
里
集
落
で
９
月
６
日
、
大
規
模
地
震

と
津
波
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が

あ
り
、
町
や
消
防
、
警
察
関
係
者
、
集
落

民
ら
約
１
６
０
人
が
参
加
し
た
。
想
定
さ

れ
た
災
害
は
、
喜
界
島
の
南
約
90
㌔
の
場

所
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・０
の
地
震
が
発

生
し
、
30
分
後
に
最
大
８
㍍
の
津
波
が
海

岸
に
到
達
す
る
と
い
う
も
の
。

　

集
落
民
ら
は
、
地
震
の
揺
れ
が
収
ま
っ

た
あ
と
、
徒
歩
で
コ
ー
ラ
ル
団
地
集
会
所
に

避
難
し
、
津
波
到
達
ま
で
に
全
員
が
無
事

避
難
を
完
了
し
た
。
そ
の
後
、
負
傷
者
の

応
急
処
置
や
心
肺
蘇
生
の
方
法
を
学
ん
だ
。

　

野
間
昭
夫
区
長
は
「
基
本
的
に
は
徒
歩

で
の
避
難
だ
っ
た
た
め
、
う
ま
く
避
難
で

き
る
か
心
配
だ
っ
た
。
こ
の
訓
練
で
地
震
・

津
波
災
害
の
時
に
は
高
台
に
逃
げ
る
と
い

う
意
識
づ
け
が
で
き
た
と
思
う
」
と
手
応

え
を
感
じ
て
い
た
。

高台に避難する集落民ら【提供写真】

仲間と戯れるハシブトガラス、○写真内は羽を広げた様子

中
里
集
落
で
大
地
震
と
津
波
を

　
　

想
定
し
た
防
災
訓
練
を
実
施
！

島
内
で
茶
色
い
カ
ラ
ス
を
発
見
！

茶
色
い
カ
ラ
ス
が
嘉
鈍
集
落
付
近
の
畑
に

い
る
と
９
月
上
旬
、
出
羽
ア
イ
リ
ー
ン

さ
ん
（
嘉
鈍
）
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
広
報

担
当
が
現
場
に
駆
け
つ
け
る
と
、
茶
色
い
カ

ラ
ス
が
餌
を
捕
食
し
て
い
た
。

　

奄
美
野
鳥
の
会
会
員
の
高 

美
喜
男
さ
ん

に
よ
る
と
、
こ
の
カ
ラ
ス
は
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス

（
亜
種
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
）
で
、

色
素
が
な
く
真
っ
白
に
な
る
ア
ル
ビ
ノ
個
体

と
違
い
、色
素
異
常
に
よ
り
ク
リ
ー
ム
色（
茶

色
）
に
な
る
『
バ
フ
変
カ
ラ
ス
』
と
呼
ば
れ

る
も
の
。
非
常
に
珍
し
い
が
、
こ
う
し
た
個

体
は
目
立
つ
た
め
孤
立
し
や
す
く
、
外
敵

に
も
狙
わ
れ
や
す
い
た
め
長
生
き
で
き
な
い

こ
と
が
多
い
の
だ
と
い
う
。

【
第
一情
報
提
供
者・泰
田
克
久
さ
ん（
赤
連
）

な
ど
か
ら
も
多
数
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。】

県
は
敬
老
の
日
を
前
に
し
た
９
月
15

日
、
老
人
ホ
ー
ム
喜
界
園
を
訪
れ
、

１
１
５
歳
の
田
島
ナ
ビ
さ
ん
（
明
治
33
年

8
月
生
）
と
１
０
０
歳
を
迎
え
る
加
島
カ

ネ
さ
ん
（
大
正
４
年
10
月
生
）、
春
山
タ

キ
さ
ん
（
大
正
５
年
１
月
生
）
を
表
彰
し

た
。

　

本
重
人 

県
大
島
支
庁
長
か
ら
３
人
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

３
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
親
族
と
一
緒
に
記
念大島支庁長から表彰状を受け取る田島さん

取材を受ける田島さん（左）・加島さん（中央）・春山さん（右）

１
１
５
歳
の
田
島
さ
ん
と
１
０
０
歳
を

迎
え
る
敬
老
者
ら
に
表
彰
状

撮
影
を
し
、
集
ま
っ
た
報
道
関
係
者
か
ら

写
真
撮
影
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
町
も
同
日
、
在
宅
で
１
０
０
歳

を
迎
え
る
竹
下
な
べ
さ
ん
（
大
正
４
年
５

月
生
・
志
戸
桶
在
住
）
宅
を
訪
れ
、
町
長

か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

長
男
の
竹
下
悦
夫
さ
ん
は
「
母
は
農
業

を
す
る
父
を
支
え
な
が
ら
機
織
り
を
し

て
、
私
た
ち
11
人
兄
弟
を
育
て
て
く
れ
た
。

母
は
い
つ
も
笑
顔
で
優
し
く
私
た
ち
を
見

守
り
、
普
段
は
の
ほ
ほ
ん
と
し
て
い
る
が

芯
が
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
人
だ
っ
た
。

長
生
き
で
き
た
の
は
何
で
も
好
き
嫌
い
な

く
よ
く
食
べ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
良
か
っ

た
と
思
う
。
１
０
０
歳
ま
で
長
生
き
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
母
に
感
謝
し
た
。

　

ま
た
、
表
彰
か
ら
約
2
週
間
後
の
同
月

下
旬
、
県
内
最
高
齢
の
田
島
さ
ん
が
長
寿

日
本
一
に
な
っ
た
と
吉
報
が
届
き
、
親
族

ら
は
喜
び
の
声
を
上
げ
た
。

T
o
p
i
c
s　

i n　

K
I
K
A
I
J
I
M
A
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イ
ラ
ン
か
ら
の
映
画
ス
タ
ッ
フ
が
８

月
下
旬
に
来
島
し
、
イ
ラ
ン
の
ア

フ
ヴ
ァ
ー
ズ
に
住
む
ア
ミ
ー
ル
・
カ
ラ
ン

タ
ー
リ
さ
ん
が
流
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ト

ル
の
映
画
撮
影
を
約
２
週
間
、
島
内
各
所

で
行
っ
た
。

　

映
画
の
題
名
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

映
画
「
Ｂ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
」。

島
内
の
撮
影
は
、
ボ
ト
ル
を
拾
っ
た
介
見

友
光
さ
ん
（
湾
）
が
自
宅
に
持
ち
帰
る
ま

で
の
場
面
を
ボ
ト
ル
目
線
を
中
心
に
撮
影

し
た
。
映
画
は
年
内
の
完
成
を
目
指
し
て

お
り
、
イ
ラ
ン
最
大
級
の
映
画
祭
・
フ
ァ

ジ
ル
国
際
映
画
祭
（
テ
ヘ
ラ
ン
）
に
出
展

予
定
。

　

同
映
画
祭
の
受
賞
歴
が
あ
り
、
作
品
を

製
作
す
る
レ
ザ
・フ
ァ
ラ
マ
ン
ド
監
督
は
「
撮

影
は
順
調
で
、
条
件
が
整
え
ば
喜
界
島
で

も
上
映
会
を
開
催
し
、
多
く
の
町
民
に
観

て
も
ら
い
た
い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　

こ
の
ボ
ト
ル
は
、
ア
ミ
ー
ル
さ
ん
が
世
界

平
和
を
願
い
イ
ラ
ン
か
ら
台
湾
に
向
か
う

船
か
ら
海
に
放
っ
た
も
の
。
一
昨
年
の
5
月

に
荒
木
の
海
岸
に
漂
着
し
た
ボ
ト
ル
を
介

見
さ
ん
が
見
つ
け
、
町
観
光
物
産
協
会
の

東
亮
輔
さ
ん
に
託
し
た
。
東
さ
ん
は
自
転

車
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
横
断
を
目
指
す
河

原
啓
一
郎
さ
ん
が
島
内
に
滞
在
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
送
り
主
を
探
す
こ
と
を
依

頼
。
後
日
、喜
界
島
を
発
っ
た
河
原
さ
ん
は
、

中
国
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
を
経
由
し

て
昨
年
、
地
元
メ
デ
ィ
ア
と
協
力
し
、
送

り
主
の
ア
ミ
ー
ル
さ
ん
を
探
し
出
し
た
。【
広

報
き
か
い
・
平
成
27
年
4
月
号
12
ｐ
参
照
】

撮影するイランの映画スタッフ

喜
界
島
に
流
れ
着
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ

ト
ル
の
映
画
撮
影
が
始
ま
る
！　

ボトルを拾うシーンに挑む介見さん

第
５
回　

喜
界
島
の
奇
跡
の
絶
景 

       

〜
６
万
年
前
の
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
〜　

　　

こ
ん
に
ち
は
！
山
崎
敦
子
で
す
。
秋
晴

れ
の
心
地
よ
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
澄
ん
だ
空
と

美
し
い
島
を
眺
め
た
い
と
き
に
中
西
公
園
ま

で
お
出
掛
け
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
〝
サ
ン
ゴ
礁
〞

に
ま
つ
わ
る
喜
界
島
の
奇
跡
の
絶
景
を
紹

介
し
ま
す
。

ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
〝
礁
嶺
〞
と
い
う
高

ま
り
が
で
き
る
の
が
特
徴
で
す（
図
1
）。

こ
の
高
ま
り
が
防
波
堤
と
な
り
、
内
側
に

〝
礁
池
〞
と
い
う
波
の
な
い
プ
ー
ル
を
つ

く
り
ま
す
。
こ
の
礁
池
の
な
か
に
多
く
の

サ
ン
ゴ
が
生
息
し
、
魚
な
ど
の
生
物
に
住

処
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
高
ま

り
の
外
は
〝
礁
斜
面
〞
と
よ
ば
れ
、
滑

り
台
の
よ
う
な
地
形
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
サ
ン
ゴ
礁
地
形
を
陸
上
で
見
ら

れ
る
の
が
、
中
西
公
園
に
向
か
う
途
中

で
す
。
図
２
の
上
の
写
真
は
み
な
さ
ん

が
い
つ
も
見
て
い
る
景
色
で
す
が
、
右
側

の
プ
リ
ン
の
よ
う
な
台
地
は
６
万
年
前
の

〝
サ
ン
ゴ
礁
〞
で
す
。
６
万
年
前
、
台

地
は
海
の
中
に
あ
り
、
そ
の
て
っぺ
ん
に

海
水
面
が
あ
り
ま
し
た
（
図
２
下
）。
こ

の
〝
６
万
年
前
〞
の
サ
ン
ゴ
礁
の
痕
跡
は

世
界
で
も
限
ら
れ
た
場
所
に
し
か
な
く
、

ま
さ
に
喜
界
島
の
奇
跡
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
現
在
の
喜
界
島
で
は
サ
ン

ゴ
礁
を
海
の
中
で
な
か
な
か
み
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
サ
ン
ゴ
礁
の
形
成
に
は
数

千
年
か
か
り
ま
す
が
、
喜
界
島
の
隆
起

が
早
す
ぎ
る
た
め
、
サ
ン
ゴ
礁
地
形
が

海
岸
に
露
出
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
〝
サ
ン
ゴ

礁
〞
と
い

う
言
葉
と

〝
サ
ン
ゴ
〞

の
違
い
を

ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

〝
サ
ン
ゴ
〞

と
い
う
の

は〝
生
物
〞

の
こ
と
示

し
、〝
サ

ン
ゴ
礁
〞
は
サ
ン
ゴ
の
骨
で
で
き
た

〝
地
形
〞
を
示
し
ま
す
。
サ
ン
ゴ

は
沿
岸
に
定
着
し
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
の
骨
を
成
長
さ
せ
て
大
き
く
な

り
ま
す
。
多
く
の
サ
ン
ゴ
が
す
む

海
域
で
は
そ
の
サ
ン
ゴ
の
骨
が
積
み

重
な
って
、〝
サ
ン
ゴ
礁
〞
と
い
う
地

形
を
つ
く
り
ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
は

沿
岸
の
ビ
ー
チ
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト
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体
育
祭
・
運
動
会
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
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着
用
で
の
参
加
が
集
落
の
伝
統
と
な
っ
て
い
る
。
二

日
目
（
花
び
ら
き
）
も
、
同
公
園
で
八
月
踊
り
な

ど
を
し
て
酒
を
酌
み
交
わ
す
。

　
「
敬
老
会
」、「
６
月
燈
」、「
豊
年
祭
」
の
集
落

３
大
ま
つ
り
で
は
、
各
家
庭
か
ら
一
重
一
瓶
を

持
ち
寄
り
、
老
若
男
女
正
装
で
の
参
加
と
集
落

民
総
出
が
伝
統
で
あ
る
。

郷
土
芸
能

　

阿
伝
の
伝
統
・
郷
土
芸
能
と
し
て
一
世
を
風
靡

し
た
「
わ
ら
べ
唄
」。
故
・
津
田
つ
る
先
生
が
、
昔

の
こ
ど
も
た
ち
の
遊
び
を
復
活
し
、
集
落
の
子
ど

も
ら
に
伝
え
、
現
在
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
集
落
内
外
や
町
の
行
事
な
ど
で
大
活
躍

の
「
子
供
エ
イ
サ
ー
」
は
い
つ
も
盛
り
上
げ
て
く

れ
、
集
落
民
の
誇
り
と
な
って
い
る
。

集
落
性
な
ど

　

先
人
は
も
の
静
か
で
お
と
な
し
く
、
勤
勉
で
、

団
結
力
が
あ
り
、
忠
誠
心
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
感
が
あ
る
。
現
在
は
、
几
帳
面
、
真
面
目
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
は
一
致
団
結
す
る
が
、
普
段
は

感
情
を
表
面
に
だ
さ
な
い
控
え
め
な
人
が
多
い
。

観
光
名
所
な
ど

●
さ
ん
ご
の
石
垣　

　

先
人
の
人
々
は
台
風
に
備
え
、
家
々
の
垣
根
を

サ
ン
ゴ
で
つ
く
り
、
風
を
防
い
だ
と
い
う
。
サ
ン
ゴ

の
石
垣
に
は
よ
く
ハ
ブ
が
棲
み
つ
く
と
い
わ
れ
て
い

る
が
島
に
は
ハ
ブ
が
い
な
い
た
め
、
保
存
状
態
が
よ

い
。
町
を
代
表
す
る
貴
重
な
文
化
遺
産
。【
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
考
】

●
岩
倉
市
郎
顕
彰
碑

　

明
治
37
年
生
ま
れ
。
阿
伝
出
身
の
民
俗
学
・

説
話
研
究
者
。
昭
和
２
年
に
上
京
後
、
民
俗
学

で
知
ら
れ
る
柳
田
国
男
を
知
り
、
大
阪
民
俗
談

話
会
に
入
る
。
昭
和
10
年
、
澁
澤
敬
三
（
民
俗

概
要

　

阿
伝
集
落
は
人
口
79
人
、
36
世
帯
（
平
成

27
年
４
月
末
現
在
）。
海
岸
沿
い
に
伸
び
る
県

道
喜
界
島
循
環
線
が
集
落
の
東
側
を
走
り
、

そ
の
県
道
の
眼
前
に
広
が
る
太
平
洋
か
ら
昇
る

朝
日
と
十
五
夜
の
満
月
は
絶
景
と
評
判
。
以
前

は
肥
沃
な
土
壌
と
季
節
風
の
影
響
を
受
け
に
く

い
土
地
柄
で
ト
マ
ト
な
ど
の
園
芸
が
盛
ん
で
あ
っ

た
が
、
現
在
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
作
が
中
心
。

　

ま
た
、
平
成
５
年
に
集
落
の
景
観
が
「
か
ご

し
ま
百
景
」
に
選
ば
れ
、「
美
し
い
農
村
集
落
」

の
金
賞
を
受
賞
。
平
成
25
年
に
は
、
さ
ん
ご
の

石
垣
と
ガ
ジ
ュマ
ル
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
景
観
を

守
り
続
け
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、「
南
海

文
化
賞
（
郷
土
民
俗
部
門
）」
を
受
賞
し
た
。

集
落
行
事

●
敬
老
会

　

１
月
２
日
に
満
70
歳
以
上
の
敬
老
者
を
集

落
公
民
館
に
招
待
し
長
寿
を
祝
う
。
敬
老
者

に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
、
婦
人
会
の
演
芸
や

子
供
達
と
の
ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
催
さ

れ
六
調
で
締
め
く
く
る
。
今
年
で
67
回
目
。

●
６
月
燈

　

旧
暦
６
月
８
日
、
末
吉
神
社
の
境
内
で
集

落
民
の
健
康
な
ど
を
祈
願
す
る
。
そ
の
後
も

神
社
の
境
内
で
一
重
一
瓶
を
持
ち
寄
っ
て
、

親
睦
を
深
め
る
。

●
豊
年
祭

　

旧
暦
９
月
８・９
日
の
2
日
間
行
う
祭
り
。
一

日
目
（
九
月
ア
ス
ビ
）
は
、
海
岸
に
隣
接
す
る

ふ
れ
あ
い
公
園
で
子
ど
も
相
撲
や
八
月
踊
り
な

ど
を
し
て
楽
し
む
。
ま
た
、
踊
る
女
性
は
和
服

学
者
、
第
16
代
日
銀
総
裁
、
元
大
蔵
大
臣
）
氏

に
非
凡
な
才
能
を
見
い
だ
さ
れ
、
後
の
日
本
常

民
文
化
研
究
所
員
と
な
る
。
岩
倉
氏
は
、
民
俗

研
究
の
逸
材
と
し
て
将
来
が
嘱
望
さ
れ
て
い
た

が
、
昭
和
18
年
、
39
歳
の
若
さ
で
一
生
を
終
え

た
。
代
表
作
は
、
昔
話
を
ま
と
め
た
「
加
無
波

良
夜
譚
」、「
喜
界
島
方
言
集
」、「
沖
永
良
部
昔

話
集
」、「
喜
界
島
代
官
記
」な
ど
。【
碑
文
参
考
】

●
七
十
七
曲
が
り
登
山
道

　

阿
伝
集
落
の
上
方
か
ら
高
台
に
あ
る
百
之

台
を
結
ぶ
約
１・
５
㌔
続
く
山
道
（
標
高
差
約

２
０
０
㍍
）。
昔
は
、
集
落
民
ら
が
喜
界
馬
な
ど

を
連
れ
て
喜
界
村
中
心
部
に
向
か
う
時
の
交
通

路
と
な
っ
て
い
た
。現
在
は
、親
子
や
知
人
ら
が
集

ま
り
楽
し
む
登
山
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

阿伝集落区長。昭和 25年生まれ。
区長歴は、前期12年、今期８年目。
昭和59年に父が亡くなくなりＵター
ン。当時は大島紬製造・販売が中
心だったが、現在はサトウキビ作
中心。「人情と石垣を中心とした景
観を活かし、楽しく共存共栄できる、
明るい集落づくりに努める」と語る。

ナナテイガマナナテイガマ

さんごの石垣さんごの石垣

岩倉市郎顕彰碑岩倉市郎顕彰碑
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喜
界
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
よ

ろ
こ
び
と
』
と
か
ご
し
ま
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
『
ぐ
り
ぶ
ー
』
が
９
月
13
日
、
喜
界
中

学
校
の
体
育
祭
に
飛
び
入
り
参
加
し
た
。
喜

界
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
田
邉
大
智
さ
ん
と

一
緒
に
、『
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま

２
０
１
５
』
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

を
一
周
し
、会
場
に
い
る
観
客
ら
を
喜
ば
せ
た
。

　

今
年
の
国
民
文
化
祭
は
、
10
月
31
日
（
土
）

か
ら
11
月
15
日
（
日
）
ま
で
の
16
日
間
、
鹿
児

島
県
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
期
間
中
は
各

市
町
村
主
催
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
。

本
町
で
は
、『
郷
土
芸
能
フ
ェス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
喜
界

島
』
が
11
月
７・８
日
（
土
・
日
）
の
２
日
間
、

町
体
育
館
で
行
わ
れ
、『
境
界
領
域
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
in
喜
界
島
』
が
翌
週
の
14
・
15
日
（
土
・
日
）

の
２
日
間
、
町
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
行
わ
れ
る
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
10
・

11
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　

国
民
文
化
祭
と
は
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て

い
る
各
種
の
文
化
活
動
を
全
国
的
規
模
で
発
表
、

競
演
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国

民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加
の
気
運
を
高
め
、
新
し

い
芸
術
文
化
の
創
造
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
61
年
か
ら
毎
年
各
都
道
府
県
の
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
国
内
最
大
の
文
化
の
祭

典
。【
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県
実
行
委
員
会
事

務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
】

9　Kikai Public Relations 2015.10
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味
深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
で
は
、
老
若
男

女
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
む
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
全
て
の
研
修
が
意

義
あ
る
研
修
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ

し
い
」「
健
康
に
つ
い
て
、
町
民
が
積
極

的
に
受
診
で
き
る
よ
う
な
体
制
作
り
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
民
が
楽
し
く
参
加
で
き

る
よ
う
、
内
容
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま
２
０
１
５　
　
　

　

11
／
７
・
８
及
び
11
／
14
・
15
の
２
週

に
わ
た
り
本
町
で
も
「
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」「
境
界
領
域
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
物
の
芸
術
に
触

れ
、
喜
界
島
の
ル
ー
ツ
を
探
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３

年
生
を
対
象
に
、
全
国
の
全
て
の
公
立
小
・

中
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
調
査
で
す
。

喜
界
町
の
児
童
生
徒
の
学
力
の
現
状
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

町
の
通
過
率
は
小
・
中
学
校
共
に
、
全

て
の
教
科
で
全
国
・
県
平
均
を
下
回
り
ま

し
た
。
特
に
国
語
Ｂ
、
算
数
・
数
学
Ｂ
の

落
ち
込
み
が
大
き
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
数
学
Ａ
も

大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　

小
学
校
に
お
い
て
は
、
国
語
Ｂ
、
算
数

Ａ
・
Ｂ
に
お
い
て
全
国
・
県
と
比
較
し
て
、

過
去
３
年
間
で
最
も
低
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、
全
国
・
県
と
比

較
し
て
全
て
低
い
結
果
で
し
た
が
、
過
去

３
年
間
で
は
最
も
よ
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
数
学
Ｂ
が
大
き
く
伸
び
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
特
に
小
・
中
学
校
共
通
し
て
通
過

率
が
低
か
っ
た
問
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
国
語
科
】
文
章
を
も
と
に
、
自
分
の
意
見

や
理
由
等
を
条
件
を
踏
ま
え
て
50
字
程
度

で
ま
と
め
る
問
題

【
算
数
・
数
学
科
】
自
分
の
解
決
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
た
り
、
理
由
を
書
い
た
り
、

論
理
的
に
証
明
し
た
り
す
る
問
題　

【
理
科
】
自
然
事
象
と
モ
デ
ル
を
対
応
さ
せ

た
り
、
予
想
し
た
こ
と
を
図
で
示
し
た
り
、

実
験
結
果
を
も
と
に
適
切
な
考
察
を
し
た

り
す
る
問
題

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
各
学
校
で
は
、
児

童
生
徒
の
確
か
な
学
力
定
着
の
た
め
に
具

体
的
な
対
策
を
講
じ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
の
児
童
生
徒
の
変
容
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。　
　

平
成
27
年
度
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　

９
月
20
日
（
日
）
中
央
公
民
館
旧
館

ホ
ー
ル
に
お
い
て
標
記
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
講
座
は
町
内
各
団
体
の
活
性

化
を
図
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
、
今
年
度

は
72
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
続
き
、「
喜
界
町
の
健
康
に

つ
い
て
」「
団
体
活
動
の
活
性
化
に
向
け

て
」
の
２
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
研
修
が

あ
り
ま
し
た
。
研
修
で
は
県
内
で
も
受
診

率
の
低
い
本
町
に
あ
っ
て
、
受
診
率
向
上

の
た
め
の
保
健
福
祉
課
の
取
組
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
ふ

る
さ
と
美
化
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
親
睦
を
深
め
な
が
ら
楽

し
く
研
修
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
講
義
で
は
、
本
町
の
埋
蔵
文
化

財
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
全
国
で
も

類
を
見
な
い
貴
重
な
出
土
品
等
が
発
掘
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
は
興

行事への積極的な参加を促すための
秘策とは？？？

※県の通過率を１００としたときの比
小学校 6年生の結果

※県の通過率を１００としたときの比
中学校３年生の結果
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☎

　

10
月
は
、
鹿
児
島
県
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
月
間
で
す
。

　

乳
が
ん
は
、
日
本
人
女
性
の
14

人
に
1
人
が
罹
患
し
、
30
歳
代
前

半
か
ら
増
え
始
め
、
40
代
後
半
で

ピ
ー
ク
、
60
代
前
半
で
再
び
増
え

始
め
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
治
療
を
行
え
ば
10

年
生
存
率
が
95
％
を
超
え
、
治
り

や
す
い
が
ん
で
あ
る
反
面
、
転
移

し
や
す
く
、
10
年
以
上
経
っ
て
再

発
も
あ
る
油
断
で
き
な
い
が
ん
で

も
あ
り
ま
す
。

　

乳
が
ん
検
診
の
検
診
受
診
率
は

30
％
程
度
で
す
。女
性
の
皆
さ
ん
、

月
1
回
は
自
己
検
診
と
40
歳
を
過

ぎ
た
ら
、
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
!!

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
生
涯
で
5
人

に
1
人
が
か
か
る
と
も
言
わ
れ
る

ほ
ど
身
近
な
病
気
で
す
。
体
の
病

気
と
同
じ
よ
う
に
治
療
に
よ
り
回

復
し
、
社
会
の
中
で
安
定
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
気

に
な
る
症
状
が
続
く
と
き
は
受
診

を
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
で
は
気
づ

か
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
周
囲

の
人
も
「
最
近
、
様
子
が
い
つ
も

と
ち
が
う
な
」
と
感
じ
た
ら
声
を

か
け
た
り
、
相
談
を
す
す
め
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

〔
相
談
機
関
等
〕

＊
大
島
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課

　

℡
５
７
―
７
２
４
３

＊
役
場
保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　

℡
６
５
―
３
５
２
２

＊
精
神
科
等
医
療
機
関

＊
か
か
り
つ
け
が
な
い
場
合
の
夜

間
・
休
日
緊
急
医
療
相
談

　

℡
０
９
９
（
８
３
７
）
３
４
５
８

 　　

喜
界
町
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
人
が
県
で
4
番
目
に
多
い

状
況
で
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
命
に
関
わ

る
病
気
に
進
行
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
。
喜
界
町
は
飲
酒
・
喫
煙
率
が
高

く
、
ま
た
、
食
生
活
・
運
動
習
慣
に

も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

 

　

11
月
3
日
〜
5
日
で
、
医
師
会

健
診
を
行
い
ま
す
。
会
場
は
、
集

落
公
民
館
・
役
場
で
す
。

　

年
に
一
度
は
必
ず
健
診
を
受

け
、
健
康
の
確
認
と
生
活
習
慣
の

見
直
し
を
し
ま
し
ょ
う
！

　　

胃
が
ん
は
、
日
本
人
の
が
ん
死

亡
原
因
の
上
位
を
占
め
ま
す
。

　

が
ん
検
診
で
、
70
％
が
早
期
発

見
出
来
ま
す
が
、
検
診
受
診
率
は

30
％
程
度
で
す
。

日
程
：
10
月
29
日
〜
31
日

場
所
：
集
落
公
民
館
・
役
場

こ
ん
な
人
は
注
意

早
い
初
潮
・
遅
い
閉
経

お
酒
を
よ
く
飲
む

タ
バ
コ
を
吸
う

妊
娠
・
出
産
歴
が
な
い

『
毎
日
の
積
み
重
ね
が
健
康
力
』

食
べ
て
、
動
い
て
、
休
ん
で

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
！

今
年
度
最
後
の
特
定
健
診
・

長
寿
健
診
が11

月
に
あ
り
ま
す
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当
校
で
は
、
平
成
28
年
度
の

一
般
入
校
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
名
】
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
科
、
情
報
処
理
科

【
募
集
人
員
】
各
科
定
員
20
名

【
訓
練
期
間
】
各
科
２
年

【
応
募
資
格
】
高
等
学
校
卒
業

者
（
平
成
28
年
３
月
の
卒
業
見

込
み
者
を
含
む
）
の
方
。
又
は

こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

【
出
願
書
類
】
入
校
願
書
（
写

真
貼
付
）、
学
校
調
査
書
、
願

書
貼
付
以
外
に
写
真
１
枚
（
縦

４
×
横
３
㌢
）

【
選
考
場
所
】
県
立
姶
良
高
等

技
術
専
門
校

【
願
書
受
付
期
間
】
平
成
27
年

９
月
１
日
（
火
）
〜
平
成
28
年

３
月
４
日
（
金
）（
消
印
有
効
）・

Ａ
日
程
の
締
切
日
は
10
月
30
日

（
金
）

【
Ａ
日
程
選
考
日
】
平
成
27
年

11
月
６
日
（
金
）

【
合
格
発
表
】
平
成
27
年
11
月

13
日
（
金
）

※
Ｂ
日
程
意
向
の
選
考
日
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
当
校
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
姶
良
市
西

餅
田
１
１
２
０　

☎
０
９
９
５

―
６
５
―
２
２
４
７

担
当
：
清
山
、
森
山

　

鹿
児
島
空
港
の
国
際
定
期
路

線
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
交
通
政
策
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
４
５
７

　

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
支
援
資
金
と

は
、
事
業
承
継
に
取
り
組
む
中

小
企
業
者
を
対
象
と
し
た
融
資

制
度
で
す
。

【
融
資
対
象
者
】
現
経
営
者
（
事

業
承
継
後
に
あ
っ
て
は
旧
経
営

者
）
か
ら
事
業
を
承
継
す
る
者

（
事
業
承
継
後
5
年
以
内
を
含

む
）

【
融
資
限
度
額
】
運
転
資
金
・

設
備
資
金
３
，
０
０
０
万
円

【
融
資
期
間
】
運
転
資
金
7
年

以
内
、
設
備
資
金
10
年
以
内

【
融
資
利
率
】年
１
・
９
％
〜
２
・

７
％

【
保
証
料
率
】年
０
・
13
％
〜
１
・

58
％

※
詳
し
い
要
件
に
つ
い
て
は
、

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
下
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
最
寄
り
の

商
工
会
議
所
・
商
工
会
（
組
合

は
中
小
企
業
団
体
中
央
会
）

県
庁
経
営
金
融
課　

☎
０
９
９

（
２
８
６
）
２
９
４
６

　

風
水
害
・
震
災
・
火
災
な
ど

の
災
害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の

財
産
に
損
害
を
受
け
た
場
合

は
、
損
害
の
程
度
に
応
じ
て
県

税
（
個
人
事
業
税
、自
動
車
税
、

不
動
産
取
得
税
、
産
業
廃
棄
物

税
、
個
人
県
民
税
）
の
減
免
や

納
期
限
の
延
長
な
ど
の
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に

は
、
損
害
金
額
が
事
業
用
資
産

の
価
額
の
2
分
の
1
以
上
で
あ

る
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
地

域
振
興
局
な
ど
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

大
島
支
庁
県
税
課

☎
０
９
９
７（
５
７
）７
２
２
９

　

鹿
児
島
県
で
は
、
鹿
児
島
空

港
の
国
際
定
期
路
線
（
ソ
ウ
ル

線
、
上
海
線
、
台
北
線
、
香
港

線
）を
利
用
す
る
方
に
対
し
て
、

6
人
以
上
の
団
体
や
ビ
ジ
ネ
ス

客
に
対
し
て
渡
航
費
用
の
一
部

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
4
路
線
を
利
用
し
た

上
で
の
乗
り
継
ぎ
利
用
に
対
し

て
は
、助
成
額
を
増
額
し
ま
す
。

　

勤
労
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
資
金

は
、
県
内
の
中
小
企
業
に
お
勤

め
で
県
内
在
住
の
方
を
対
象
と

し
た
低
金
利
の
融
資
制
度
で

す
。

【
資
金
種
類
】
遅
払
賃
金
補
塡

資
金
、
育
児
・
介
護
休
業
資
金
、

教
育
資
金
、
医
療
資
金
、

冠
婚
葬
祭
資
金

【
融
資
利
率
】
遅
払
賃
金
補
塡

資
金
、
育
児
・
介
護
休
業
資
金
、

教
育
資
金
：
２
・
０
％
、そ
の
他
：

２
・
２
％

【
融
資
限
度
額
】
遅
払
賃
金
補

塡
資
金
：
60
万
円
、
育
児
・
介

護
休
業
資
金
：
１
０
０
万
円
、

教
育
資
金
：
２
０
０
万
円
、
医

療
資
金
、
冠
婚
葬
祭
資
金
：

１
５
０
万
円

【
融
資
期
間
】
教
育
資
金
：
10

年
以
内
、
そ
の
他
：
7
年
以
内

（
据
置
期
間
を
含
む
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
九
州
労

働
金
庫
県
本
部　

☎
０
９
９

（
２
２
５
）
２
２
１
７　

ま
た

は
お
近
く
の
各
支
店
ま
で　

県

庁
雇
用
労
政
課　

☎
０
９
９

（
２
８
６
）
３
０
１
４

　

県
で
は
、
次
世
代
育
成
支
援

対
策
推
進
法
に
基
づ
く
一
般
事

業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
従
業

員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

に
取
り
組
む
企
業
を
「
か
ご
し
ま

子
育
て
応
援
企
業
」
と
し
て
登
録

し
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
な
ど
で
、
広
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。（
登
録
無
料
）

　

鹿
児
島
の
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
た

め
に
、
地
元
の
企
業
と
し
て
、
で

き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

【
申
し
込
み
方
法
】
一
般
事
業
主

行
動
計
画
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
い

つ
で
も
登
録
で
き
ま
す
。
郵
便
、

Ｆ
Ａ
Ｘ 

、
電
子
メ
ー
ル
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
庁
雇
用
労

政
課　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）

３
０
１
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

（
２
８
６
）
５
５
８
２

E
-m
ail:rou

fu
k
u
@
p
ref.

kagoshim
a.lg.jp

「
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
支
援
資
金
」

　
　
　
　
　
　

の
ご
案
内

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
度
入
校
者
募
集

勤
労
者
フ
ァ
ミ
リ
ー
資
金
の

　
　
　
　
　
　
　

ご
案
内

災
害
を
受
け
た
方
に
対
す
る

県
税
の
減
免
な
ど
が
あ
り
ま
す

鹿
児
島
か
ら
も
っ
と
海
外
へ
！

〜
便
利
な
助
成
制
度
が

　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
す
〜

か
ご
し
ま
子
育
て
応
援
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
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暮らしの情報 インフォメーション
　

個
人
で
、
事
業
や
不
動
産
貸
付
等
を
行

う
全
て
の
方
（
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
の
申
告
が
必
要
で
な
い
方
も
含
み
ま

す
。）
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が

必
要
で
す
。
記
帳
す
る
内
容
は
、
売
上
げ

な
ど
の
収
入
金
額
、
仕
入
れ
や
経
費
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
取
引
の
年
月
日
、

売
上
先
・
仕
入
れ
先
そ
の
他
の
相
手
方
の

名
称
、
金
額
日
々
の
売
上
げ
・
仕
入
れ
・

経
費
の
金
額
等
を
帳
簿
に
記
載
し
ま
す
。

記
載
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
一
つ
の
取
引

ご
と
で
は
な
く
、
日
々
の
合
計
金
額
を
ま

と
め
て
記
載
す
る
な
ど
、
簡
易
な
方
法
で

記
載
し
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.nta.go.jp 

又
は
国
税
庁
で
検
索
）
の
「
個
人
で
事
業

を
行
っ
て
い
る
方
の
記
帳
・
帳
簿
の
保
存

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
が
実
施
す
る
「
記
帳
説

明
会
」
等
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
の
所
得
税
担
当
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。（
大
島
税
務
署
☎
５
２
―
４
３
２
１

※
自
動
音
声
案
内
）

　

平
成
27
年
分
の
消
費
税
の
課
税
事
業
者

（
消
費
税
の
申
告
が
必
要
な
方
）
は
、
平

成
25
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
等
に

お
い
て
、
消
費
税
の
課
税
売
上
高
が
１
，

０
０
０
万
円
を
超
え
た
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
25
年
分
の
課
税
売
上
高

が
１
，
０
０
０
万
円
以
下
で
あ
っ
て
も
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
課
税
売

上
高
ま
た
は
給
与
等
の
支
払
額
の
合
計
額

が
１
，
０
０
０
万
円
を
超
え
た
場
合
は
、

課
税
事
業
者
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

課
税
事
業
者
に
な
っ
た
場
合
に
は
、「
消

費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」
を
速
や
か
に

納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
28
年
分
が
課
税
事
業
者
と

な
る
方
で
、
新
た
に
簡
易
課
税
制
度
の
適

用
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
方
（
平
成
26
年

分
の
課
税
売
上
高
が
５
，
０
０
０
万
円
以

下
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）
は
、「
消
費
税

簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
を
平
成
27

年
中
（
12
月
31
日
ま
で
）
に
納
税
地
の
所

轄
税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
を
受
け

て
い
る
事
業
者
は
、
事
業
を
廃
止
し
た
場

合
を
除
き
、
２
年
間
継
続
し
て
適
用
し
た

後
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
適
用
を
や
め
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
っ
て
改
正
の
内
容
や
消
費
税
の
届
出

等
に
つ
い
て
お
分
か
り
に
な
り
に
く
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（w

w
w
.nta.go.jp 

又
は
国
税
庁
で
検

索
）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
大
島
税
務
署

酒
類
指
揮
官
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。（
大

島
税
務
署
☎
５
２
―
４
３
２
１
※
自
動
音

声
案
内
）

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

個
人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
記

帳
・
帳
簿
等
の
保
存
に
つ
い
て

ー
個
人
事
業
者
の
方
へ
ー

消
費
税
の
届
出
書
の
提
出
は
お
済
み

で
す
か
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介護職員初任者研修
　　　　　　　（旧ホームヘルパー２級）通信コース
開催予定期間　11月１日（日）～12月27日（日）
募集定員　20名（先着順）　　受講料　53,000円

　問い合わせ先
　　名瀬徳洲会介護センター（地域医療連携室内）
　　TEL 0997-57-6326　　FAX 0997-57-6164

どんな制度なの？ 

　

  

　平成28年１月２日（土）に自然休養村管理センター
において喜界町成人式を行います。該当者は、平成
７年４月２日～平成８年４月１日までに生まれた方と
なっております。　　　　　　　　　　　　　　　 
　参加希望の方は、下記まで申込をされますようお
願いします。
　　　　　　　　　　　記
【 申込場所 】教育委員会生涯学習課
【 申込締切 】平成27年12月11日（金）
【お問い合わせ】教育委員会生涯学習課
　　　　　　　 成人式担当：寿　満夫
　　　　　　　 ℡ ６５－３６８２

生涯学習課からのおしらせ
［平成 28年喜界町成人式参加申込について］

総務課からのおしらせ
「 」
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【内容】不動産登記、会社の登記、供託、相続、賃貸借、
貸金、借金整理、その他法律問題に関する相談
【予約】事前予約を受付いたします。予約なしでお越
しいただいた場合、予約状況によりお断りすること
もありますのでご了承ください。相談内容にもより
ますが、１件につき30分～１時間程度を想定してい
ます。予約された方でも時間が前後することもあり
ますので、ご了承ください。
【事前予約受付期間】開催日の２日前まで
（土日祝を除く平日8:30～17:15）
【連絡先（予約先）】喜界町役場住民課生活環境係　
６５－３６８７

　鹿児島県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を
図るため、毎年 11月を「不法投棄防止強化月間」
と定めています。期間中は、不法投棄防止の啓発活
動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。
　不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひと
りが、「不法投棄をしない。させない。見つけたら
すぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住
みよい地域をつくりましょう。
　産業廃棄物の不法投棄を発見したら、役場住民課
（電話：６５－３６８７）までご連絡ください。
　『廃棄物の不法投棄は法律で禁止されています！
廃棄物を不法投棄した者や、その未遂行為をした者
は、５年以下の懲役若しくは１千万
円以下の罰金、又はこの両方の罰則
を受けることがあります。
（法人に対しては３億円以下の罰則）』

☆「暮らしの何でも行政相談所」を開設します。困っ
ていることや分からないことを行政相談委員に相談し
てみませんか。
　喜界町では、行政相談委員の園田直樹さんが国や
役所の行政などについて、自宅や電話で相談に応じ
ています。

Information from town 
　この度、行政相談週間の一環として下記のとおり
「暮らしの何でも行政相談所」を開設します。相談は
無料で秘密は守られますのでお気軽にご相談くださ
い。※会議室には守衛室横の入り口からおはいりく
ださい。

 日時：10月24日（土）　午前10時～午後３時まで
 場所：喜界町役場　１階会議室
 行政相談員：園田　直樹
 電話：０９９７－６５－３６６３
 　　　０９０－８８３３－６７２１
 住所：喜界町大字赤連２４００番地
 ＊開設日以外でも随時相談を受け付けております。

平成28年度の「裁判員候補者」又は「検察審査員候
補者」に選ばれた皆さんへ
　それぞれの候補者は、選挙権を有する県民の中か
らくじで選定されます。選定された候補者の方へは、
11月中旬ころに「裁判員候補者名簿への記載のお知
らせ」又は「検察審査員候補者名簿への記載のお知
らせ」が届きます。
　国民が司法に参加する二つの制度です。ぜひ、ご
協力ください。
　なお、わからないことがありましたら、それぞれ
の問合せ先へお尋ねください。
【問合せ先】
裁判員・・・・鹿児島地方裁判所刑事部　裁判員係
　　　　　　　　　　　０９９－２２２－７１５７ 
検察審査員・・鹿児島検察審査会事務局　　　　　
　　　　　　　　　　　０９９－８０８－３７１９

　団塊の世代が75歳以上になる平成37年度に必要
な全国の介護職員は253万人の見通しで、現状の増
員ペースのままでは38万人不足する恐れがあると言
われています。本町においても同様に介護職員が不
足しており、人材確保が急務であります。今回、本
町において「介護職員初任者研修」が名瀬徳洲会介
護センターの主催で開講される事になりました。
　興味のある方はお早めにお問い合わせください。

住民課からのおしらせ　１
「司法書士による無料法律相談会の開催」

選挙管理委員会からのおしらせ
「裁判員候補者・検察審査員候補者について」

開催日 場　所 時　間
平成27年 11月   4 日（水）役場住民課相談室 13:00 ～ 16:00
平成 27年 11月 18日（水）早町支所 13:00 ～ 16:00

企画観光課からのお知らせ
［困ったら 一人で悩まず 行政相談］

保健福祉課からのおしらせ
「介護職員初任者研修について」

住民課からのおしらせ　２
「11月は不法投棄防止強化月間です」
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西　西　愛愛
あいかあ い か

奏奏ちゃんちゃん（父　英範・母　智恵）（父　英範・母　智恵） 吉山　吉山　茶茶
ちゃじんちゃじん

信信くん（８歳）・くん（８歳）・茶茶
ちゃれんちゃれん

蓮蓮くん（４歳）・くん（４歳）・

茶茶
ちゃりゅうちゃりゅう

琉琉くん（２歳）くん（２歳）（父　稔・母　美穂）（父　稔・母　美穂）

　今月の広報『きかい』の題字は、早町小
学校６年生の４人。みんなに「将来の夢」
を尋ねてみました。
　大喜さんは「小さい子どもが好きなので
頼りにされる保育士になりたい」。若松さ
んは「海に棲んでいる昔の生き物を調べる
職業に就きたい」。富田くんは「長距離を
走るのが好きなので、マラソンを速く走れ
る選手になりたい」。浜岡くんは「ブラジ
ル代表のネイマール選手のような得点でき
るサッカー選手になりたい」。
　みなさんの将来の夢が叶うといいですね。
　未来ある子供たちが将来の夢を叶え、喜
界島から羽ばたいてほしいですね。

　わんぱくな長男、茶信。優しい次男、茶蓮。ししー
ぼーの三男、茶琉。いつも元気いっぱいで、わが家
は賑やかです。これからも家族みんなを楽しませて
ね。いつも３人の成長を見守っています。（父母より）

『き』大喜　弘
ひろな

奈さん
『か』若松すみれさん
『い』富田楓

ふうが

河くん（左）・浜岡玲
れ お

王くん（右）

ヘクソカズラヘクソカズラ

◀百之台付近に咲くヘクソカ
ズラ。ヘクソカズラは、アカ
ネ科ヘクソカズラ属の多年草
で、日本各地に分布し、人
里の周辺のヤブ地から山地
の林縁に自生する。名前とは
不釣り合いな可愛らしい小さ
な花をつける。
　花の中央がお灸をすえた
跡に似ていることからヤイトバ
ナ（灸花）ともいう。花言葉
は「人嫌い」「誤解を解きた
い」「意外性のある」

【坂嶺】【坂嶺】

　一年前、待望の第２子が女の子ということに、家族
みんなで大変喜びました。お兄ちゃんが絵本を読んで
くれたり、遊んだりしてくれるのが大好きな愛奏です。
愛奏の成長と笑顔に癒されて、楽しい毎日です。二人
仲良く大きくなってほしいです。（父母より）

【【羽里】羽里】

▶アサギマダラロードに咲
くサキシマボタンヅル。サ
キシマボタンヅルは、キン
ポウゲ科センニンソウ属
で、主に沖縄に生息するつ
る性植物。茎は分岐して長
く伸び、約５㍍ほどにな
る。花は集散花序をなし、
白色の花を多数咲かせる。
抗菌、血糖降下、鎮痛に効
くといわれる生薬・威霊仙
に使用されることもある。
花言葉は不明。 サキシマボタンズルサキシマボタンズル
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喜界町の推計人口
（平成27年９月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,458 戸（４）
人 口  ・・・・ 7,308 人（４）
男   ・・・・ 3,556 人（５）
女   ・・・・ 3,752 人（△１）

（　）は前月比

山
田　

伊い
お
り織
（
貴
史
・
湾
）

嶺　

光り

り

か
々
花
（
将
人
・
中
里
）

横
山　

哲て
っ
た太
（
健
太
・
赤
連
）

安　
　

祐ゆ
う
ま海
（
卓
也
・
上
嘉
鉄
）

福
井
美み

な

み
南
海
（
裕
樹
・
赤
連
）

　
   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

　

氏　

名　

      （
年
齢
・
住
所
）

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

澄　
　

義
彦

松
田　
　

正

佐
藤　
　

久

岸
田　
　

忍

髙
島
美
代
子

作
井　

和
之

村
上　

艶
子

平
尾　

チ
ヨ

祐
名
チ
エ
子

高
木
ミ
サ
エ

圓
山　

栄
子

佐
藤　

寿
一

松
田
エ
イ
子

久
保
義
之
助

作
井　

数
子

岩
倉　

和
雄

高
島　

純
也

（
87
才
・
赤
連
）

（
81
才
・
中
里
）

（
94
才
・
阿
伝
）

（
87
才
・
湾
）

（
72
才
・
早
町
）

（
61
才
・
上
嘉
鉄
）

（
88
才
・
上
嘉
鉄
）

（
91
才
・
赤
連
）

上
嘉
鉄

志
戸
桶

大
阪
市
（
花
良
治
出
身
）

阿
伝

中
里

荒
木

上
嘉
鉄

東
京
都（
赤
連
出
身
）

早
町

納付をお忘れなく！（10 月）
【税】町県民税第３期　11/2まで

【使用料】10月分簡易水道・下水道使用料・

公営住宅使用料・保育料　11/2まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

里
居　

勝

千
葉
県
柏
市

先
月
９
月
号
12
ｐ
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ

　

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
！
」
の
中
で
「
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
し
て
２3

年
間
、」
は
「
Ａ

Ｌ
Ｔ
と
し
て
３3

年
間
、」
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
  

氏　
　

名　

    

住
所

佐
倉　

勇
人
（
湾
）

島
袋　

愛
梨
（
那
覇
市
）

豊
島　

正
季
（
赤
連
）

上
原
真
奈
美
（
南
九
州
市
）

　

笑
顔
で
牛
に
餌
を
あ
げ
る
豊
原
さ
ん
。
豊
原
さ
ん
は
大
朝
戸
で
生
ま

れ
育
ち
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
農
業
に
精
を
出
す
夫
を
支
え
な
が
ら
、

２
男
４
女
を
育
て
ま
し
た
。
今
で
は
孫
14
人
、
ひ
孫
５
人
に
囲
ま
れ
、

楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
昔
か
ら
と
に
か
く
働
く
こ

と
が
大
好
き
で
、
今
で
も
息
子
さ
ん
が
経
営
す
る
豊
原
畜
産
で
掃
除

を
し
た
り
餌
を
あ
げ
た
り
忙
し
く
働
き
、「
働
く
こ
と
が
生
き
が
い
な

ん
で
す
よ
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。
今
で
も
牛
肉
を
好
ん
で
食
べ
る

食
欲
旺
盛
な
方
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。
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（平成 27年 10月21日～ 11月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。毎

喜高喜高

喜中喜中

喜高喜高 喜小喜小 喜小喜小

喜小喜小

喜中喜中

喜中喜中

早小早小
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早小早小
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